
年 月 日

第１延長後半

前半

後半

いよいよ迎えた運命の一戦、東女体大のスローオフにて開始。立ち上がり

前半だけで7得点をあげる活躍をみせ、13－10大体大3点リード

後半に入り、守ってからの速攻が出だした大体大が徐々に点差を広げ

退場となるが犀藤の好セーブによりしのぐ。しかし、東女体大も必死の

4連取し突き離しにかかるが、この日絶好調の東女体大金城が

速攻連取で3－3と振り出しに戻す。その後、大体大が服部の速攻などで

リードする大体大の初得点は７分過ぎ中山のロング。これを口火に相澤の
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戦況報告書作成者 平子慎介

堅さのみられる大体大に対し、東女体大　金城のミドル・速攻などで0－3と

後半15分、21－15とこの日最大の6点差が開いたところで大体大　笠井が

始めるが東女体大も斗米・金城のカットイン・ミドルで対抗する、
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開催地（都道府県名） 大阪府 会場名 丸善インテックアリーナ大阪
回戦 決勝性別 女子

戦況

見出し

で前半終了となった。

大阪体育大学　6連覇達成！！

6連覇達成の偉業を成しとげた。
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A 得点

高松宮記念杯　男子第61回・女子第54回　平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会

開催日 2018 11 14 水 曜日 試合番号 マ

前　半 B得点

保ち24－22で大体大が勝利した。女子第54回目の大会において大体大は史上初

ディフェンスから追い上げをみせ、残り1分で大体大1点リードとなる。

しかし、笠井のカットインにより再び点差を開げた大体大がリードを
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